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教 育 委 員 会 議 事 録 

 
（令和４年度 教育委員会 第１回臨時会） 
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付 議 案 件 

 

＜議  題＞   

(審)議案第 8号  西宮市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する規程制定の件〔教育総務課〕 

(審)議案第 9号  令和 5 年度使用西宮市立学校教科用図書の採択に関する基本方針の決定の件 

                                                                          〔学校教育課〕 

 (審)議案第 10号  義務教育諸学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件      〔学校教育課〕 

 (審)議案第 11号  西宮市立西宮高等学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件   〔学校教育課〕      

(審)議案第 12号  西宮市立西宮東高等学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件 〔学校教育課〕 

(審)議案第 13号  西宮市立西宮支援学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件  〔学校教育課〕 

 (審)議案第 14号   瓦木中学校校舎改築他工事にかかる工事請負契約締結に関する意見決定の件 

                                   〔学校施設計画課〕 

                                                                       

(審)議案第 15号   段上小学校大規模改修他工事にかかる工事請負契約締結に関する意見決定の件 

                                            〔学校施設計画課〕 

 

＜一般報告＞ 

一般報告①   生涯学習事業の取組みについて             〔生涯学習企画課〕 

 

 

 

 

   以 上 

 

傍 聴 １名 



                                    令和 4 年 5 月 18 日 

                                    第 1 回臨時会 

 3 

重松教育長 ただいまより、令和４年度 第１回 教育委員会臨時会を開催します。議事録署

名委員には、長岡委員を指名します。よろしくお願いします。 

ここで、各委員に確認します。 

本日は傍聴者が１名おられます。 

会議は公開が原則ですが、議案第１０号から１３号は委員名を公開することによ

って、率直な意見交換や意思決定の中立性が損なわれるなど、今後の選定に支障

をきたす恐れがあるため、また、議案第１４号、１５号は市議会に付議する案件

で、現時点では公表されていないため、非公開としたいと思いますがよろしいで

しょうか。 

  

 （異議なし） 

  

重松教育長 異議なしと認め、非公開とします。 

審議の順番についてですが、公開案件から先に行い、続いて非公開案件に移りた

いと思います。 

では、はじめに議案第８号「西宮市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する規

程制定の件」を議題とします。 

教育総務課長、お願いします。 

  

教育総務課長 議案第８号「西宮市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する規程制定の件」に

ついて説明させていただきます。 

資料の最後に付けております２１ページをご覧ください。 

こちらの資料は、今回の規程の改正をご承認いただきました後に、教育委員会内

所属職員に周知するための通知文の案でございます。 

こちらを使って説明をさせていただきます。 

今回の主な改正内容は、職員が取り扱う文書の類型として、文書管理システムへ

の登録を不要とし、保存年限及び文書分類を設定せずに事務処理を行う「一時保

有文書」を新たに設けることです。 

現行の文書取扱規程におきましては、原則として文書は文書管理システムへ登録

することになっておりますが、全ての文書をシステムへ登録することは、現実的

には不可能な状況です。現状、電子メールの中には、運用上システムへの登録を

行わず、必要期間保有後、随時削除しているものも多くございます。 

そこで今回、一時保有文書という新たな文書類型を設け、その定義や廃棄につい
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て定めることといたしました。一時保有文書の定義は第３条に、廃棄につきまし

ては第３４条の２に規定しております。また、第３条中「教育総務課長が別に定

めるもの」につきましては、裏面の資料２２ページに規定しております。 

２２ページをご覧ください。 

ここでは、（１）から（６）として、一時保有文書に該当する６類型を記載すると

ともに、一時保有文書の文書管理についても載せております。こちらにつきまし

ても、併せて所属職員への通知を考えております。 

その他の改正内容といたしまして、現在稼働しているリスク管理システム及び市

民の声システムに関する規定の追加や、文言の一部修正などを行っております。

これらの改正内容は、資料の１ページから４ページの議案書の改め文、及び資料

５ページから２０ページの新旧対照表でご確認ください。 

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

  

重松教育長 説明は終わりました。 

これより質疑、討論に入ります。 

本件にご意見、ご質問はありませんか。 

私から一つ質問します。 

今回、このように規程が変わったのは、デジタル化の影響でしょうか。大きな変

更だと思うのですが、改正の主な理由は何なのですか。 

  

教育総務課長 現在、全ての文書を文書管理システムに保存するということが原則になっていま

すが、先ほども申し上げましたように電子メールで来た文書、メールなどにつき

ましては、全てをシステムに登録しているわけではありませんので、そういった

宙に浮いた状態になっている文書の取り扱いを、一時保有文書という類型を作り

まして、長期保有しなくてもよく、システムへ登録も不要という形を定めたとい

うことでございます。 

特に今何かが起こったからというわけではなく、今説明しました理由により市長

事務部局で改正がおこなわれましたので、教育委員会においても内容を合わせる

形にしておくといくことです。 

  

重松教育長 分かりました。 

何かありませんか。 
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藤原教育委員 ということは、本庁の方でも同じような規程が作られているということですか。 

  

教育総務課長 はい、おっしゃるとおり市長事務部局に元々同じような文書取扱規程がございま

して、そちらの方が変更になりましたので、併せて教育委員会の方も変更させて

いただいたという形でございます。 

  

山本教育委員 一時保有文書の件、今回初めて規定したということだと思いますが、ということ

は、これまでは該当するような文書の保存は、各自で個別に判断をして廃棄・保

存していたということなのでしょうか。 

  

重松教育長 教育総務課長。 

  

教育総務課長 はい、おっしゃるとおりそれぞれ所属で判断して、保有するものにつきましては

システムへ登録をする、それ以外のものについては、一定期間終了後廃棄してお

りました。 

  

重松教育長 ほかにはございませんか。 

  

長岡教育委員 一定期間保管した後の廃棄方法については、ここには細かくは書いていないです

が、市長事務部局の規程等で、重要なものについての廃棄方法はきちんと定めら

れているということですか。 

  

重松教育長 教育総務課長。 

  

教育総務課長 今回、規定する一時保有文書については、基本的に庁内システム上のメールやそ

れに付随するものを想定しておりますので、各課においてメールの削除等、シス

テムで設定しております削除の機能を使う形になります。それ以降の削除や完全

消去については、市のデジタル推進課の所管になりますので、申し訳ありません

が、詳細は不明です。 

  

重松教育長 側垣委員。 

  

側垣教育委員 この一時保有文書の保有すべき期間について、例えばこういったものは６カ月間
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とかそういったことは決めているのですか。 

  

重松教育長 教育総務課長。 

  

教育総務課長 保存期間などを規程上定められないものについて、一時保有文書としております

ので、こういうものは何カ月保有するという形ではなく、各所属で見る必要がな

くなった、他課などへの送付も必要なくなった時点で削除をいたします。削除に

ついては、各所属がそれぞれ内容によって判断します。 

  

重松教育長 よろしいですか。 

では、なければ、採決に入ります。 

議案第８号については、原案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

  

 （異議なし） 

  

重松教育長 異議なしと認めます。よって原案は可決されました。 

次に、一般報告①「生涯学習事業の取組みについて」を議題とします。 

生涯学習企画課長、お願いします。 

  

生涯学習企画課

長 

よろしくお願いいたします。 

まず、「１．西宮市生涯学習審議会について」ご説明いたします。 

（１）第１期、令和３年度の取組みにつきましては、西宮市生涯学習推進計画を

策定したことを受けて、市民が地域の課題を学びながらつながりをつくり、支え

合う中で自分自身の市民性をはぐくむことができる学習を進める、ということを

目的とした、ＳＤＧｓをテーマとした学習プログラムを作成いたしました。この

たび４月に報告書が完成しましたので、ご報告いたします。 

報告書につきましては、３ページ「資料１」をご参照ください。 

なお、昨年度既に１つのプログラムを試行的に実施いたしましたが、今後は７つ

のプログラム全てを実施していくことを目標としており、既に関係団体等との協

議を始めております。 

次に、（２）令和４年から５年度の第２期審議会につきましては、「生涯学習・社

会教育が社会に対して果たす役割を踏まえた、地域に根ざした公民館及び図書館

のあり方について」市長より諮問を受けた上で審議を行う予定です。 
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現在、国の次期教育振興基本計画策定に向けて、中央教育審議会 生涯学習分科

会においては、生涯学習及び社会教育が果たしうる役割として、「ウェルビ－イン

グの実現」、「社会的包摂の実現を図る役割」、「地域コミュニティの基盤としての

役割」などが議論されております。これらを踏まえつつ、市で策定した生涯学習

推進計画で掲げた、生涯学習社会を基盤とする持続可能な地域づくりを進める中

で、公民館及び図書館が、その役割を十分に果たしていくための運営方針及び将

来的な見通しを持った体系的な取組みについての方向性を審議していただきま

す。 

続きまして、「２．生涯学習事業の取組みについて」ご説明いたします。 

（１）令和３年度の実施状況ですが、既に令和３年１１月９日の教育委員会会議

におきまして、上半期の実施状況をご報告しておりますので、下半期の実施状況

につきましてご報告いたします。まず、別添「にしのみやシチズンカレッジ」を

発行いたしました。 

こちらの冊子になります。これは、令和４年度に予定している人材育成講座やボ

ランティア養成講座をわかりやすくまとめて、活動にいざなうためのパンフレッ

トとなっており、主な市の施設に配布いたしました。また、３月２５日号の市政

ニュースの１面には、このパンフレットも含め、生涯学習に関する記事を掲載い

たしました。 

次に、３１ページ、「資料２」をご覧ください。 

公民館地域づくりワークショップにつきましてのご報告です。公民館地域づくり

ワークショップは、幅広い世代の交流とつながりづくりや、地域活動のきっかけ

となる取組みとして、令和３年度から実施している事業です。昨年度は大社・段

上公民館の２館で、各４回のワークショップを開催いたしました。 

次に、大学交流センター開設・大学交流協議会設立２０周年記念式典につきまし

て、４１ページ、「資料３」をご覧ください。 

平成１３年に開設された西宮市大学交流センターが設立２０周年を迎え、記念事

業として令和４年３月１２日に記念式典・基調講演及びパネルディスカッション

を開催いたしました。また、記念事業の一環として、令和３年１１月２６日に市

長と市内大学に通う学生との座談会も開催いたしました。 

（２）令和４年度の取組みにつきましてご説明いたします。 

特に資料はございません。今年度より生涯学習企画課において新たに生涯学習・

地域づくりコーディネーターを選任しております。学びを通じた地域づくりに向

けて、市民目線からの指導助言をいただき、様々な活動を繋いでいただくことを
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目的としております。コーディネーターはＮＰＯ法人なごみの田村幸大さんです。

今後は越木岩センターの整備に当たり、同地区の地域づくりに関わっていただく

など、田村コーディネーターの社会教育・地域福祉・地域づくり、さらには大学

とのネットワークを生かして取組んでいただきたいと考えております。 

公民館地域づくりワークショップの拡充実施につきましては、今年度は大社・段

上の２つの公民館で引き続き実施することに加えて、新たに学文公民館にてワー

クショップを実施する予定としております。令和５年度以降も実施する公民館を

増やし、最終的には５つの公民館をモデル館として、周辺の公民館にも広めてい

きたいと考えております。 

生涯学習パンフレット「にしのみやの学び」につきましては、生涯学習推進計画

の概要と、計画に基づく取り組みや施設を紹介したパンフレットを令和３年１０

月に発行しましたが、第２版は大手前大学マンガ制作専攻の学生との共同制作に

より作成する予定です。市の生涯学習の概要とマンガによるストーリーを組み合

わせて、今まで生涯学習になじみのなかった世代にも幅広く手に取っていただけ

るパンフレットを目指します。 

越木岩センター整備事業につきましては、８月に基本設計事業者が決定する予定

ですが、単に地域づくりの拠点施設の整備というだけではなく、ほかの地域のモ

デルとなるような地域づくりや、地域プラットフォームの構築にも取組みたいと

考えております。 

図書館の庁内レファレンスサービスにつきまして、図書館では、市民からの相談

に対応するだけではなく、庁内における行政課題解決の支援も可能です。図書館

司書への相談も可能ですので、この機能を広くご活用いただけるよう、よろしく

お願いいたします。 

最後に、大学交流センターにつきましては、大学と共にあるまちを象徴する施設

として、充実を図ることを目指しておりますが、学生の認知度が低いことが課題

です。今年度は田村コーディネーターの力を借りて、大学生目線の魅力ある広報

媒体を目指して、学生自らが運用する継続可能な体制づくりに取組みます。 

説明は以上です。 

  

重松教育長 説明は終わりました。 

本件にご意見、ご質問はありませんか。 

  

山本教育委員 コロナ禍の中で、こういう具体的な取組みをされていることに敬意を表したいと
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思います。 

見せていただいて、幾つか感じたことがあります。まず、私は公民館のこの取組

みが非常に面白いと感じています。 

この冊子の中に、すばらしい言葉がたくさん出ています。例えば議論から実践へ、

自分事として、探求的になど、これらは社会参画をする場合、キーワードだと思

っているのですが、そういうことをするときには、恐らく幾つかの段階があるの

だろうと思います。社会参画という場合、強い社会参画からどちらかというと、

こちらから与えるという、比較的弱い社会参画があると思います。それは様々あ

って構わないと思いますが、この公民館の取組みは、そういう点で強い取組みで、

面白いなと思っています。 

例えば最初のところのこのホワイトボード、これを見ていると非常に面白いです。

使い方やルールをみんなで考えようという、まさに公民館の運営そのものを自分

たちでしていきましょうという、これはまさに社会参画のすごく大切なところで、

こういうことをどんどんしていったらいいなと思います。議論で終わらせるので

はなくて、それを実行に移す、そういう発想は大切にしてほしいと思います。 

  

重松教育長 ほかにはございませんか。 

では、私から。地域に根ざした公民館・図書館とありますが、市民館はどうなる

のですか。これも加えたらいいのでは、と思うのですが、その辺りはどうでしょ

うか。 

  

生涯学習部長 市民館は現在の諮問の中には入っていないということになっております。と言い

ますのは、市民館につきましては、公民館のように職員がいて、職員も関わって

活動していくというような取組みがなく、お部屋を貸しているという状態だけで

すので、市民館の市民館活動というものは、存在してないような状況です。 

ただ、学びの場所としては使われていますので、一緒に考えていく価値はあると

思っております。 

その辺りが我々の視点としては抜け落ちていましたので、教育長のご指摘を受け

て、どうするのか考えたいと思います。 

  

重松教育長 香櫨園や夙川も確か、ああいった形をとっていたと思います。要するに職員がい

ないとしても、市民館の活用のあり方を考えたり、ただ会場を貸すだけではなく

て、様々な講座を行っているところもあるので、そういうところも考えていく必
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要があると思います。 

公民館は基本的には中学校区なので、小学校区の市民館も必要かと思います。 

また、検討をお願いします。 

ほかにはございませんか。 

よろしいですか。 

なければ一般報告①を終了します。 

ありがとうございました。 

では、次に議案第９号「令和５年度使用西宮市立学校教科用図書の採択に関する

基本方針の決定の件」を議題とします。 

学校教育課長、お願いします。 

  

学校教育課長 議案第９号について説明をさせていただきます。 

資料の２ページ、基本方針をご覧ください。 

この基本方針につきましては、平成２６年度に、根拠法令や採択権者、採択に関

わる各組織の役割を明確にし、構成を一新しております。 

その後は、この構成を踏襲しつつ、教科書無償措置法の一部改正に伴い「義務教

育諸学校教科用図書採択地区協議会」の名称を「義務教育諸学校教科用図書選定

委員会」に変更するなど、適宜変更を加えてまいりました。 

今年度の基本方針も、昨年度までの構成にのっとった上で、必要な点について変

更をしております。 

１では、根拠法令や教育委員会が採択権者であることを述べております。 

２では、本年度の校種ごとの教科書の採択について述べております。 

今年度、小学校、義務教育学校前期課程の教科書につきましては、「義務教育諸学

校の教科用図書の無償措置に関する法律」の定めるところにより、前年度採択し

た教科書を採択いたします。 

中学校、義務教育学校後期課程の教科書については、「義務教育諸学校の教科用図

書の無償措置に関する法律」の定めるところにより、前年度採択した教科書を採

択いたします。 

小学校、中学校、義務教育学校の特別支援学級用の「一般図書」については、毎

年の採択替えとなっておりますので、今年度も採択替えを行います。 

また、高等学校及び特別支援学校の教科用図書についても、毎年の採択替えとな

っておりますので、今年度も採択替えを行います。 

３では、採択に関する組織について述べております。 
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３ページ、参考資料「教科書採択のしくみ」をご覧ください。 

「一般図書」を含めた小・中学校、義務教育学校の教科用図書について、教育委

員会が採択を行うための資料として、調査研究結果をまとめ、報告するのが義務

教育諸学校教科用図書選定委員会となります。 

また、調査研究を行って選定委員会に報告する調査員会を設けます。今年度は一

般図書の調査員会を設けます。 

高等学校及び特別支援学校の教科書採択については、各校の教科用図書選定委員

会が教育委員会に採択申請し、教育委員会が採択をいたします。 

再び２ページ、基本方針をご覧ください。 

４で、採択に当たって公正確保の旨を述べております。 

過去には、教科書会社が検定中の教科書を教員らに見せて謝礼を渡していた事案

等が発覚し、大きな問題となっております。 

この問題を受けて、一般社団法人教科書協会では、平成２８年９月９日に「教科

書発行者行動規範」を制定し、教科書に対する信頼を損ねる事態を生じさせない

よう、各教科書発行者にて取り組んでいるとのことです。 

また、今春には文部科学省から「教科書採択における公正確保の徹底等について

（通知）」が出され、市立各校には４月８日付にて通知をいたしました。採択関係

者のみならず全ての学校関係者に、教科書発行者との適切な関係及び公正確保に

ついて、改めて徹底を図っているところです。 

なお、３ページから１７ページに参考資料を示しております。 

説明は以上でございます。審議のほどよろしくお願いいたします。 

  

重松教育長 説明は終わりました。 

これより質疑、討論に入ります。 

本件にご意見、ご質問はありませんか。 

よろしいですか。今年は一般図書の採択になります。 

では、なければ採決に入ります。 

議案第９号については、原案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

  

 （異議なし） 

  

重松教育長 異議なしと認めます。よって原案は可決されました。 

では、これより非公開案件に移ります。 
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 （傍聴者退出） 

  

重松教育長 では、続いて議案第１０号「義務教育諸学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件」、

議案第１１号「西宮市立西宮高等学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件」、議案

第１２号「西宮市立西宮東高等学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件」、議案第

１３号「西宮市立西宮支援学校教科用図書選定委員会委員委嘱の件」を一括して

議題とします。 

学校教育課長、お願いします。 

  

学校教育課長 議案第１０号から第１３号について説明をさせていただきます。 

この４つの議案はいずれも教科書採択に係る選定委員会の構成員についてです。

この４つの組織はいずれも教育委員会の附属機関となっております。附属機関の

委員は所属する執行機関の委嘱を必要といたしますので、本会議において、審議

をお願いいたします。 

各選定委員会の委員の説明をいたします。 

まず、議案第１０号の義務教育諸学校教科用図書選定委員会の委員です。上限は

９名で、その構成は、学識経験者、保護者代表、関係行政機関職員となっており

ます。学識経験者は教育系の学部・学科を設置している市内の大学からの推薦者

１名、保護者代表はＰＴＡ協議会からの推薦者２名が参加いたします。関係行政

機関職員として小学校長１名、中学校長１名、小学校教員１名、中学校教員１名、

事務局より学校教育課の課長と係長が参加をいたします。 

委嘱委員をご覧ください。 

まず、菅原伸康様、関西学院大学学長による推薦をいただいております。関西学

院大学教育学部教育学科の教授で、研究分野は知的障害、重複障害、学習障害の

方でございます。 

岩本佳菜子様、西宮市ＰＴＡ協議会からの推薦でございます。ＰＴＡ協議会の会

長でおられます。 

松本祐子様、西宮市ＰＴＡ協議会からの推薦で、ＰＴＡ協議会の副会長でござい

ます。 

粟屋邦子様、甲陽園小学校長、小学校長会長からの推薦でございます。 

木戸みどり様、苦楽園中学校長、中学校長会長からの推薦でございます。 

花城沙央里様、上ケ原南小学校教諭、特別支援教育の経験が豊富な方でございま
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す。 

柾木桂子様、浜甲子園中学校教諭で特別支援教育の経験が豊富な方でございます。 

そして、学校教育課から課長、係長が入ります。 

続きまして、議案第１１号、西宮高校の選定委員会の委員でございます。 

上限１５名と定められており、西宮高校の校長より学識経験者、保護者代表、関

係行政機関職員を１４名推薦していただいております。 

学識経験者の大阪公立大学の添田教授は、西宮高校の学校評議員を務められたこ

ともあり、西宮高校の生徒の様子もよくご理解をされております。 

保護者代表の角田様はＰＴＡの代表でおられます。 

油井校長以下は西宮高校の教員です。小川教頭、竹原教頭、次の杉山教諭は教務

部主任、北村教諭は国語科教科主任、齋藤教諭は地歴・公民科教科主任、大西教

諭は数学科教科主任、藤井教諭は理科教科主任、浅野教諭は保健体育科教科主任、

小川教諭は英語科教科主任、古川教諭は家庭科教科主任、河野教諭は情報科教科

主任でございます。 

続いて、議案第１２号、西宮東高校の選定委員会委員でございます。 

上限１５名と定められており、西宮東高校の校長より学識経験者、保護者代表、

関係行政機関職員を１５名推薦していただいております。 

学識経験者の武庫川女子大学の伊藤教授は、元西宮市教育長で教育について広い

見識を持たれています。 

今村様は保護者代表です。 

中村校長以下は西宮東高校の教員です。齋藤教頭、牛谷教頭、次の弘中教諭は教

務部主任、宮﨑教諭は国語科教科主任、斎藤教諭は地歴・公民科教科主任、加野

教諭は数学科教科主任、井上教諭は理科教科主任、東教諭は保健体育科教科主任、

中下教諭は家庭科教科主任、鈴木教諭は芸術科主任、倉原教諭は英語科教科主任、

島村教諭は教務部の教科書担当職員でございます。 

続きまして、議案第１３号、西宮支援学校の選定委員会委員でございます。 

上限１８名で、西宮支援学校長より学識経験者、保護者代表、関係行政機関職員

を１８名推薦していただいております。 

学識経験者の中村先生は、元武庫川女子大学講師や元西宮養護学校長のご経験な

どをお持ちで特別支援教育に造詣が深く、教育相談や講演などの活動をされてお

ります。 

保護者代表の鶴田様はＰＴＡ会長です。 

原田校長以下は西宮支援学校の教員です。渡邊教頭、宇野教頭、次の福森主幹教
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諭は生活科担当、本山主幹教諭は国語科担当、生子主幹教諭は美術科担当、向井

教諭は国語科主任、小学部３年主任、細井教諭は社会科担当、中学部１年主任、

山口教諭は技術・家庭科担当、高等部１年主任、幸谷教諭は算数科担当、北畠教

諭は算数科担当、小学部６年主任、弓谷教諭は数学科担当、吉田教諭は社会科担

当、弘中教諭は図画工作科及び美術科主任、木寺教諭は英語科主任及び保健体育

科主任です。嘉本教諭は技術・家庭科担当、中学部３年主任でございます。 

説明は以上です。審議のほどよろしくお願いいたします。 

  

重松教育長 説明は終わりました。 

これより質疑、討論に入ります。 

本件にご意見、ご質問はありませんか。 

よろしいですか。 

では、なければ採決に入ります。議案第１０号から議案第１３号については、原

案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

  

 （異議なし） 

  

重松教育長 異議なしと認めます。よって原案は可決されました。 

次に、議案第１４号「瓦木中学校校舎改築他工事にかかる工事請負契約締結に関

する意見決定の件」、議案第１５号「段上小学校大規模改修他工事にかかる工事請

負契約締結に関する意見決定の件」を一括して議題とします。 

学校施設計画課長、お願いします。 

  

学校施設計画課

長 

はじめに、議案第１４号の瓦木中学校校舎改築他工事にかかる工事請負契約締結

に関する意見決定の件につきましてご説明いたします。 

本議案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、

市議会の議決を経る必要がある工事請負契約の締結に当たりまして、市長に対し

ての教育委員会の意見を、別紙のように決定するものでございます。 

別紙につきましては、次の２ページに記載しているとおりです。 

続きまして、３ページをご覧ください。 

３ページ以下は、市議会議案書の案となっております。 

契約金額は 32億 1,640万円です。契約の相手方は、新井組・安武建設特定建設工

事共同企業体です。工期末は令和８年１月３０日です。 
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４ページをご覧ください。 

入札結果表となっております。施工能力評価型総合評価落札方式により令和４年

３月７日に開札、落札者なしのため、随意契約８号により交渉し、同日決定しま

した。 

続きまして、５ページ、６ページは契約業者経歴表となっております。 

続きまして、７ページは瓦木中学校の付近見取り図となっております。 

８ページは配置図となっております。今回の工事では、北棟、南棟、給食棟は改

修し、北棟と南棟の間にありました二つの校舎を、中央棟として一つの校舎に建

て替えるものです。 

なお、８ページまでは市議会の議案書となっており、９ページからは教育こども

常任委員会における資料となっております。 

９ページは表紙、１０ページは付近見取り図となっております。 

１１ページをご覧ください。 

工事概要と配置図となっております。工事内容としましては、校舎新築、既存校

舎改修、既存校舎解体、外構整備等となっております。 

敷地面積は 2 万 2,066 ㎡です。建築面積、延べ床面積、建物概要は記載のとおり

です。 

続きまして、１２ページをご覧ください。 

１階平面図となっております。改築する中央の校舎に昇降口を設け、これまでは

１足制でしたが、将来的には２足制になる予定です。また、職員室、校長室、事

務室は現在、給食調理室の２階にありますが、新校舎の１階に配置します。エレ

ベーターは新校舎の北西角に設置し、各校舎を渡り廊下で接続しますので全棟バ

リアフリーとなります。 

続きまして、１３ページをご覧ください。 

２階平面図となっております。新校舎は中廊下式となっており、廊下を挟んで南

側に普通教室、北側に特別教室を配置しております。現在、職員室、校長室、事

務室であるスペースは会議室等に改修します。 

１４ページをご覧ください。 

３階平面図となっております。２階と同じく新校舎は、南側に普通教室、北側に

特別教室を配置しております。 

１５ページをご覧ください。 

４階平面図となっております。２階、３階と同じく新校舎は、南側に普通教室、

北側に特別教室を配置しております。図面上、普通教室は各階８室、合計２４室
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となっております。それ以上必要となった場合は、少人数教室を転用する予定で

す。なお、現在は各学年７クラスの合計２１クラスで、推計上の最大クラス数は

令和８年度の２３クラスとなっております。 

１６ページをご覧ください。 

工程計画図となっております。一番左側の図面が現況となっておりますが、今年

度の４月より仮設校舎を設置し、既存校舎の解体工事に係る先行工事などを行っ

ております。本契約に関しては令和４年７月より工事に着手し、まずは既存校舎

の２棟の解体工事を令和５年４月まで実施後、新校舎の建築と既存棟改修工事を

令和５年５月から令和７年５月まで行います。その時の工事エリアは図の左から

２番目となっております。その後、新校舎と既存棟へ引っ越しをしまして、仮設

校舎の解体や渡り廊下の建設工事などを令和８年１月まで行います。図面では左

から３番目、４番目となっております。それ以降の工事は、運動場改修工事など

となっており、別契約となっております。 

１７ページは、外観パースとなっております。 

議案第１４号の説明は以上です。 

続きまして、議案第１５号の段上小学校大規模改修他工事にかかる工事請負契約

締結に関する意見決定の件につきましてご説明します。 

本議案は、先ほどと同様、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の

規定に基づき、市議会の議決を経る必要がある工事請負契約の締結に当たりまし

て、市長に対しての教育委員会の意見を、別紙のように決定するものでございま

す。 別紙につきましては、２ページに記載しているとおりです。 

３ページをご覧ください。 

契約金額は１３億６８０万円です。契約の相手方は、松田・日光特定建設工事共

同企業体です。工期末は令和６年１月３１日です。 

４ページをご覧ください。 

入札結果表となっております。令和４年２月１７日に開札、同日、施工計画評価

型総合評価落札方式により決定しました。 

５ページ、６ページは、契約業者経歴表となっております。 

７ページは、段上小学校の付近見取り図となっております。 

８ページは、配置図となっております。今回の工事では、令和４年度に仮設校舎

（６教室分）を設置し、南西棟、体育館棟、外構を中心に、令和５年度は北棟、

南東棟を中心に改修工事を実施します。工事期間中は、授業の実施に支障が生じ

ないよう学校の意見を踏まえながら慎重に進める予定です。 
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説明は以上です。ご審議よろしくお願いします。 

  

重松教育長 説明は終わりました。 

これより質疑、討論に入ります。 

本件にご意見、ご質問はありませんか。 

  

山本教育委員 質問ですが、瓦木中学校の改築工事は落札者がいなかったので、随意契約したと

いうことですか。 

  

学校施設計画課

長 

はい。 

  

山本教育委員 こういうことは結構あることなのですか。最初に二つの業者が入札しているわけ

ですか。 

  

重松教育長 学校施設計画課長。 

  

学校施設計画課

長 

入札をしましたのは、４ページにありますとおり新井組・安武建設特定建設工事

共同企業体と三日月建設・国松工務店特定建設工事共同企業体の２社が金額を入

れているという形になっております。実際の入札者が少ないというご意見、ご感

想かと思うのですが、このような大きな校舎を改築するに当たって、市内業者と

してこのレベルの大きさの工事ができる業者はかなり限られております。市外の

業者はなかなか参入しない傾向があります。今回は金額的に合わなかったという

ことはありますが、恐らくは、最近、物価がかなり上昇していますので、その辺

りが原因なのかなとは考えています。よくあるか、ないかと言いましたら、割と

頻繁にこういったことはあります。 

以上です。 

  

重松教育長 ほかにはございませんか。 

  

藤原教育委員 先ほどのところなのですが、４ページは、２回入札をしないと入札したことにな

らないということなんですね。 
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重松教育長 学校施設計画課長。 

  

学校施設計画課

長 

１回目につきましては、予定価格が税抜き 29億 2,400万円だったのですが、それ

を上回っていたために、２回目を行いました。２回目も上回っていたので、打ち

切って交渉しまして、この金額で契約することになったということです。 

  

重松教育長 よろしいですか。 

  

藤原教育委員 はい。 

  

重松教育長 議会に諮った際、落札額から増額する可能性について問われることはないのでし

ょうか。物価がどんどん上がっている状況の中で、果たしてこの基準価格が適正

なのかということも問われる可能性があるかと思うのですが、その辺りはどうで

すか。 

  

学校施設計画課

長 

施工期間は２年以上になりますので、その間に物価が上がる可能性は非常に高く

あります。いくつかの制度があるのですが、建材のコストが１％以上増えた場合、

その１％以下は業者が持つのですが、１％を超えた分については、市側が負担す

るというルールがあります。その場合は増額の契約変更をしなければいけないの

で、契約変更による増額の可能性は非常に高いと思っているところです。 

現在の単価では適正であると考えていますので、それで説明するしかないかなと

思っております。 

  

重松教育長 はい。そういうことですね。 

ほかにはございませんか。よろしいですか。 

では、異議なしと認めます。よって原案は可決されました。 

以上で予定されていた議題は全て終わりました。 

では、これをもちまして、第１回教育委員会臨時会を閉会します。 

ありがとうございました。 

  

 （終了） 

  

 


